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はじめに
昭和三陸津波とは、1933年（昭和 8 ） 3 月 3 日に発生した地震と津波によって、死者と行方

不明者合わせて3000人以上の被害を出した災害のことを指す。
岩手県や宮城県に記録的な被害をもたらした大災害に対しては、全国のみならず世界各地か

ら援助や支援が寄せられた。宮城県に本部を置く東北帝国大学も、医学部附属医院（現在の東
北大学病院）が救護班を派遣したほか、理学部の研究者らが被災地で調査をおこなうなど、さ
まざまな活動を展開した1）。

また、この時期の東北帝国大学では、学生運動が大きな盛り上がりをみせていた。法文学部
が開講した1923年（大正12）から開始された東北帝国大学の学生運動は、三・一五事件（1928
年）や四・一六事件（1929年）によって大きな打撃を受けた。しかし、その後も医学部の自治
会が消費組合的な活動に着手したり、法文学部の学生らが共済部を設置するなど、徐々に活性
化していく2）。

昭和三陸津波が発生した1933年には、 1 月に東北帝国大学疑獄事件が発生している。大学本
部の職員らが贈収賄容疑で逮捕された事件に対して、学生らは大学に嘆願書を提出するなどし
て「学内浄化」を要求したという。また 4 月に瀧川事件が発生した際には、他大学とも連携し
て積極的な活動が展開された3）。なかでも、6 月16日に仙台で開催された法文学部の学生大会は、

「戦前期における東北帝大学生運動の頂点」とされている4）。
このような学生らの動きは、三陸で発生した災害の救援活動にも向けられた。東北帝国大学

の学生運動は、日本労農救援会準備会が主導する労農救援運動、すなわち労働者や農民を支援
する活動と関わりながら展開された。

昭和三陸津波における労農救援運動としては、医療奉仕活動のために被災地に向かった医師
たちのグループが逮捕された事件がよく知られている。昭和三陸津波の経験者であり、津波災
害の歴史の研究者でもあった山下文男（1924－2011）は、しばしば自著でその事件を紹介して
いる。

たとえば、2005年に発行された『津波の恐怖　－三陸津波伝承禄－』の21頁には、次のよう
に記されている。

苛酷な弾圧下にあって地下活動を余儀なくされていた共産党や労働運動の中でも「三陸震
災救援委員会」が組織され、義捐金と医薬品を持った医師と看護婦、東北大学の医学生ら
が、最大の被災地・田老村に派遣された。しかし彼らは、金と物資を取り上げられて、即
座に逮捕され、盛岡署送りになった。

岩手県下閉伊郡田
た

老
ろう

村（1944年に町制施行、2005年に宮古市と合併）に派遣され、現地で逮
捕された医師とは、渡辺宗治という人物である。渡辺は、1932年 3 月に東北帝国大学の医学部
を卒業し、昭和三陸津波が発生した当時は、東京の亀有無産者診療所に医師として勤務してい
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た。山下は、渡辺のほかにも「東北大学の医学生ら」が派遣されたことなどを記しているが、
事件の詳細については不明な部分が少なくない。

そこで本稿では、昭和三陸津波における労農救援運動の動向について検討を加えるとともに、
それらと連動していた東北帝国大学の学生運動について、当事者の回顧録や新聞から検証する
こととする。なお、資料を引用する際には原則として常用漢字を使用し、読みやすくするため
に句読点を加える場合もある。

第 1章　労農救援運動の動き
1　渡辺宗治と東北帝国大学
渡辺宗治は、1969年に「東北大学医学部の学生運動と亀有無診時代」（『医療社会化の道標　

25人の証言』）、1970年には「青砥、亀有無産者診療所運動」（『葛飾区医師会誌』第32号）と題
する回顧録を記している。ここからは、それらを参照しながら、当時の動きについて検証して
いく。

1906年（明治39）生まれの渡辺は、1928年（昭和 3 ）に東北帝国大学の医学部に進学した。
在学中は学生運動に関わり、 3 年生と 4 年生のときには「学生自治会」の委員長を務めていた
ほか、消費組合運動などにも関与していたという5）。渡辺は、自分が「卒業する年」前後の学生
運動について、次のように記している6）。

そういう学生運動をやる一方で地下の運動というものを進めながら、坂先生としょっちゅ
う連絡をとったわけです。それから医局関係は、だいたい坂先生にやってもらうというの
が、あのときのだいたいの方針でしたから、まあ、医局はだいたい坂先生中心でやっておっ
たんじゃないんですか。

医局関係を担当していた「坂先生」というのは、坂猶
なお

興
おき

のことである。1927年に東北帝国大
学医学部を卒業した坂は、当時は医学部の衛生学教室で講師を務めていた7）。渡辺は、坂のほか
に、 1 学年上の鈴木保や懸

かけ

田
た

克
かつ

躬
み

とともに学生運動に携わっていたと回顧している8）。
また渡辺が卒業した1932年に医学部の新入生となった高橋実は、その時期に「社会医学研究

会や無産者診療所をつくろうという運動」が「坂猶興、鈴木保、懸田克躬」らを中心に進めら
れていたことや、彼らが「医学部や附属病院の下級労働者の組織をつくる」ことを目指してい
たと記している9）。

東北帝国大学を卒業した渡辺は、学生運動の中心的な人物であったこともあって、大学や警
察から厳しくマークされていた。そのため、仙台を離れて上京し、1933年 1 月からは亀有無産
者診療所に勤務していた。無産者診療所とは、貧しい労働者や農民のための医療施設であり、
そのことからも渡辺が、坂や鈴木と思想・信条を共有していたことがうかがえる。

無産者診療所を設置していたのは、日本共産党の指導のもと、「超党派」を掲げて労農救援運
動を進めていた日本労農救援会準備会であった。日本労農救援会準備会の綱領には「ストライ
キ小作争議の支援及び家族の救援慰安」や「失業者の救援運動」とともに、「天災地変の救援活
動」が含まれていた10）。そうした事情から、日本労農救援会準備会は昭和三陸津波の救援活動
に乗り出すことを決議し、亀有無産者診療所で働いていた渡辺の派遣へとつながっていく。
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2 　東京から仙台へ
内務省警保局保安課が月刊で発行していた『特高月報』の「昭和八年三月分」によると、日

本労農救援会準備会は、災害発生当日の 3 月 3 日付で「救護隊及救援慰問隊を派遣する」よう
指令を出した。さらに 3 月10日には、本部で「三陸震災救援に関する協議会」を開催し、亀有
無産者診療所の勤務医である渡辺らを「救援隊」として派遣することを決定したという11）。

こうして渡辺は、日本労農救援会準備会からの指示で、被災地に派遣されることとなった。
なお、渡辺が選ばれた理由については、渡辺自身が次のように述べている12）。

仙台にいた関係からいって、向こうに行きますには、仙台が足場になりますね、その点で、
都合がいいだろうということで、三月にその田老へ私はやらされたわけです。そのときに
行ったのが私と、名前は忘れましたが書記さん一人と、いま砂間一良さんの奥さんになっ
ている赤城というペンネームの看護婦さんの三人でした。

渡辺が派遣されたのは、仙台の東北帝国大学の卒業生であることから、東北地方の地理に詳
しいと判断されたためであった。なお、同行した書記は鈴木五郎こと濱田文雄である。また「赤
城というペンネームの看護婦」とは、大崎無産者診療所で働いていた赤木敦子こと高島（砂間）
秋子である。高島の夫は、1929年の四・一六事件で逮捕されて、当時は獄中にいた砂間一良で
ある。

1982年に発行された『愛情は鉄窓をこえて　－獄中十四年の手紙－』には、高島や砂間の書
簡が掲載されており、高島が砂間に出した「えはがき」に「午前九時二十五分上野発で仙台に
来ました」という記述があることから、列車で仙台に向かったことがわかる13）。なお、1932年
の時刻表によれば、上野を午前 9 時20分に出発する急行列車だと午後 4 時38分に仙台着、上野
を午前 9 時30分に出発する普通列車だと午後 7 時40分に仙台着の予定となっており14）、いずれ
にせよ、出発した日のうちに仙台に到着したと考えられる。

続いて、渡辺らが仙台に移動した日付について検討を加える。渡辺は、仙台駅に着いたとき
の状況について、次のように回顧している15）。

仙台駅に降りた所、駅内外が非常警戒の様子だったので、様子を伺いながら三人はなれば
なれに乗客にまぎれて町に出た。この警戒の中を無事経過して私の義姉の宅に辿りついた。
翌朝の新聞で私の乗った列車には何とかの宮が乗っていたとのことであった。

渡辺たちの乗っていた列車に「何とかの宮」が同乗していたために、仙台駅の周辺は「非常
警戒の様子」だったという。しかし、この時期に、皇族が仙台駅に到着した記録は見受けられ
ない。皇室から被災地に派遣されていたのは、侍従の大金益次郎であった。

3 月11日朝刊の『河北新報』には、「大金侍従帰京」「本日午後十時半仙台駅通過」「宮内省に
写真帳差出」というタイトルで、 3 月11日に大金が仙台駅を通過する予定であることが報じら
れている16）。被災地を視察していた大金は「十一日午後十時三十分」に仙台駅を「通過」して、
帰京する予定であった。その際に、宮城県知事が「罹災地の惨状を撮影した写真帳」を大金に
渡す段取りとなっていた。



東北大学史料館紀要　第11号（2016. 3 ）4

渡辺が遭遇したのは、大金が仙台駅に立ち寄る際の「非常警戒」であったと考えられる。つ
まり、渡辺らが東京を出発し、仙台に到着したのは 3 月11日であった。また、午後10時30分に
仙台駅を通過する大金の警備を目にしていることから、夕方に到着する急行ではなく、夜に着
く普通で仙台に来た可能性が高い。渡辺らは、道中で逮捕されることを危惧して、急行で移動
するのを回避したと思われる。

なお、『特高月報』の「昭和八年三月分」には「三月十二日該地方に向け出発せしめたり」と
記されているが17）、翌月の「昭和八年四月分」では「三月十一日出発せる」と修正されている18）。

3 　仙台における活動
仙台に着いた渡辺は、妻の姉のところへ身を寄せ、被災地に向かう準備を進めた。当時の状

況について、渡辺は次のように記している19）。

そのときは鈴木保君なんかと連絡がついて、向こうの状態を聞いた。大学病院のなかに看
護婦さんの組織ができかかっている、そこへ無産者診療所運動の内容を教えてくれという
ことで、保君のあっせんで、四、五人ぐらい集まっていろいろ話をしたり、懇談をやって
終わったわけですね。

渡辺は、医学部のときに 1 学年上であった鈴木らと連絡をとり、被災地の情報を収集した。
また、「大学病院」すなわち医学部附属医院に「できかかっていた」看護婦の組織のメンバーと
も「懇談」したという。このことは、先に紹介した高橋の回顧に出てきた、坂や鈴木が「医学
部や附属病院の下級労働者」の組織化を考えていた、という当時の活動状況とも一致する。

そのほか、渡辺は「そのとき金がなにしろ足りないんですよ。カンパだけでは。そこでそこ
に二日か三日いましたかな」と回顧している20）。東京で与えられたカンパでは不十分であった
ため、しばらく仙台に滞在して資金援助を受けたという。

また渡辺は、鈴木のほかに、坂らとも連絡をとったようである。2007年に発行された坂の伝
記では、仙台に来た渡辺が「坂猶興の仲介で仙台消費組合の役員、活動家と救援の相談」し、「鈴
木保医師の仲介で大学病院の看護婦数名とも懇談会」を開催したと記されている21）。

渡辺らが逮捕された後に発行された『特高月報』においても、「東北帝国大学医学部講師坂猶
興（三十三歳東北医大卒）の斡旋に依り、日消連系仙台消費組合の分子と連絡協議」したと記
されている22）。渡辺らは、坂や鈴木を介して、仙台の医療関係者や消費組合の役員たちと会合
を開き、カンパを受け取るとともに、今後の方針について話し合ったようである。

なお高島が出した「えはがき」には、仙台での活動について、次のように記されている23）。

元気な学生、お医者さん、プレ（看護婦）の方々とも逢って話してきました。おもしろい
人達です。こちらは今日は雪降りで寒い東京よりもずっと寒いようです。被害地の話をき
きましたが、今寒さと着物のないのと住む家のないのとで、風をひき肺炎患者がたくさん
だそうです。

高島は、医師や看護婦のほかに「元気な学生」と会談したことを記録している。渡辺ら一行
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が仙台で準備を進めるなかで、学生を含む、さま
ざまなメンバーと接触したことがわかる。

4 　仙台から田老へ
渡辺らは、とくに被害が大きかった岩手県の田

老村に行くことを決断し、 3 月17日に仙台を出発
して盛岡へと向かった。仙台には当初の「二日か
三日」という見込みをこえて、約 1 週間にわたっ
て滞在していたことになる。なお『特高月報』に
よれば、盛岡に到着した渡辺らは「三陸沿岸救援
団体協議会の分子と会見打合せ」をしたという24）。

田老に行くためには、盛岡から宮古に向かう必
要があったが、その路線（現在の JR 山田線）は工
事中で全通していなかった。渡辺は「盛岡から汽
車、途中でバスに乗り換えて宮古に着いた」と記
しているが25）、おそらくは1931年に開通していた
平津戸駅まで汽車で移動し、そこからはバスで宮古に向かったと思われる。その際に「宮古ま
での線路の工事中の現場の健康管理」のために駐在していた「保君の同クラスの佐伯鉄男とい
う人」のところに一泊し、20円のカンパを受け取ったという26）。

宮古に着いた渡辺らは、渡辺の義姉の知人が経営していた材木店に宿泊し、田老に向かう便
船の情報などを収集した。警察は渡辺らの動向を追っていたと思われるが、一行が旅館ではな
く「全然別のとこに泊まっちゃった」おかげで捕まらずに済んだのではないか、と渡辺は回顧
している27）。

災害発生から約半月が経過した 3 月20日、渡辺らは、宮古から田老に便船で向かった。2005
年に発行された『田老町史』の「津波編（田老町津波誌）」には、当時の便船について「田老は
朝の船が当時で八時頃かな。朝の八時に宮古に行って、そしてその船が午後の一時頃、宮古か
ら田老に戻ってくる訳です」という聞き取りが収録されている28）。便船は、午前 8 時に田老を
出て宮古に向かい、午後 1 時には田老に戻ってくる、というタイムスケジュールで運行されて
いた。これは「まず役場にいき、来意をつげ救援物資と義捐金を渡したのは午後一時頃だった
か」という渡辺の記憶と、ほぼ一致する29）。

田老に到着したときの状況について、渡辺は次のように記している30）。

学校と町役場は海岸からちょっと出っぱった高台にありましたが、みんなからもらった救
援物資を担いで町役場に行って、救援会といってはつかまるなと思い、東京から救援にき
たんだ、これをやってくれといったら、ああそうですかどうもご苦労さまといって、やつ
ら変な顔をしている。しばらくたったら警察がきまして、あんたどこからきた、ぼくは無
産者診療所からきたんだ、そうですか、そいじゃ宮古に帰ってもらいますと、その晩の便
船でぼくらは宮古につれて行かれて、警察にとめられてしまった。

至青森

平津戸 田老

宮古

山田

大槌

鵜住居

釜石

至仙台

盛岡

労働救援運動が訪問した地域
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田老に到着して、村役場で救援活動をしようとしたところ、「しばらくたったら」警察が来て、
宮古に連れ戻されたという。

また、高島のコメントとして、山下が1982年に著した『哀史　三陸大津波』のなかに「最近、
秋子さんは、その時のことを次のように語った」という部分があるので、そこから引用する31）。

私たちはまず役場に行って持参した義捐金や衣料などを渡し、すぐ病人の診察を始めまし
た。ところが三時間もそれをやっただけですぐ逮捕されてしまったのです。みんな行列を
作って診療の準備を待っているのにです。私たちは別にビラをまいて宣伝活動をしたわけ
でもないのですが、役場に行った時、大崎無産者診療所から来たことと、“この義捐金や衣
料は、粗末なものであるが東京の貧しい人びとの心づくしのものであるから罹災者の方々
に分けてあげてほしい…”と正直に話したので、それが宮古か盛岡に報告され、特高警察
から、逮捕しろと命令が出たのだと思います。

高島らは、「三時間」ほど診療をした時点で逮捕されたという。渡辺も「午後五時頃」に逮捕
されたと記しており32）、午後 1 時に村役場に着いてから診療を開始したと考えれば、高島の談
話と大きな違いはない。

こうして、東京から仙台、盛岡、宮古を経由して田老村に向かった渡辺らの一行は、現地で
数時間の診療活動を実施した後に、逮捕されたのであった。

5 　田老村の状況
3 月20日に、渡辺らが逮捕されたときの田老村の様子について、高島は次のように回顧して

いる33）。

私たちが行ったのは津波後、半月以上たってからでしたが、田老村ではそれでもまだ日に
五、六人もの死体があがっていて、子どもを亡くした親、親を失った子供などが、これは
私の父ではないか、家の子供ではないかと見分けて号泣している状態でした。たべる物も
着る物も不足していて、風邪をひいたり、肺炎を起こしたり、病人が続出していました。

3 月 3 日に発生した災害からは「半月以上」経過していたが、まだ「日に五、六人もの死体」
が打ち上げられていた。また食料も衣料も不足していただけでなく、風邪や肺炎など「病人が
続出」していたという。そうした状況で渡辺らによる医療チームを逮捕したことについて山下
は、「当時の警察は、罹災民の救援よりも共産主義者や無産運動への弾圧を優先」したと強く批
判している34）。

また、 3 月25日朝刊の『岩手日報』では「医師実は高利貸」というタイトルで、「沿岸中で最
もひどい災害を蒙つた田老村」の状況が報じられている35）。その記事によると、田老村の開業
医は、医師でありながら「高利貸」のような生活をしており、ほとんどの村人は普段から「宮
古町に至り診療を乞ふ」状態にあったという。また、災害が発生しても村人たちが「救療を受
くることは絶対不可能」であるため、「村当局」が「県の救護班」をしばらく残すように要望し
ていることが記されている。
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さらに、 3 月29日朝刊の『岩手日報』では「田老村にチフス」というタイトルで、 3 月24日
に腸チフスと診断された田老の患者が宮古の病院で死亡したこと、それをうけて「直ちに佐々
木衛生主任が田老村に出張」して、「保菌者の有無を検診」したことが報じられている36）。この
記事は、村人の多くが宮古まで出向いて診療を受けている、という先述の新聞記事にあった状
況を裏付けるとともに、腸チフスが発生するほど田老村の衛生状態が悪化していたことを示し
ている。診療をせずに「高利貸」のようだったという開業医の事情は不明であるが、田老村の
医療機関が十分に機能していなかったことがうかがえる。

第 2章　学生たちの動き
1　新聞報道
渡辺らの一行が 3 月20日に逮捕された事件については、 3 月24日朝刊の『岩手日報』で「罹

災地に赤い魔手」や「三名のオルグ逮捕」というタイトルで、次のように報道された37）。

（宮古電話）県特高課では、今次の震災により三陸沿岸一帯の治安が罹災民の心情と共に
極度に空隙を生じてゐるのに乗じ、中央より労農救援会日本新興医療救済会のオルグがプ
ロカル運動の指令を受けて潜入せる事を探知、県下に手配中の処、去る十九日、田老村役
場の受付係に、東京市より派遣されたと称する三名の医療救護班が訪れ、罹災者の診療を
手伝ひたいと申し出たが、折柄出張中の佐々木特高係が怪しいと睨み取調べた処、不穏文
書らしきものを発見、追究の結果、派遣された右オルグと判明、直ちに後藤特高課長、小
舘盛岡署特高係が急遽来宮、引続き宮古署で取調べ中であるが、右三名は医師渡邊宗治

（二九）、看護婦赤木峰子（二九）、事務員鈴木三郎（三〇）と云ひ、震災直後本部よりの指
令により、先づ仙台市にある労救支部に立ち寄り手配をなし、本県に医療班として潜入し、
診療を行ひ乍ら赤化の魔手を延ばし、労農救援会及び日本医療救済会の支部を設置せんと
し、未前

〔ママ〕

に逮捕されたものである。

日付や人名に細かい違いがみられるものの、一連の経過については、当事者たちの回顧と大
きな違いはない。なお文中にある「プロカル」とはプロレットカルトの略語で、無産者的な教化、
すなわちプロレタリアート教育のことである。

渡辺らが逮捕された事件は、 3 月26日朝刊の『東京朝日新聞』で「罹災につけこむ赤を大検
挙」、 3 月27日朝刊の『河北新報』では「慰問に名を藉り巧妙なる赤化運動」として、大々的に
報道された38）。

高島は、釈放後に出した手紙のなかで、「帰って大栗先生から伺いましたが、熊平さんが新聞
でごらんになってとても御心配下さいまして、大栗先生のところにおはがき下さいましたそう
でございます」と記しており39）、新聞報道の影響の大きさをうかがうことができる。

また渡辺は回顧録のなかで、「諸事情から我々が田老へ乗り込んだら大成功ということになろ
う」と考えていたことを明らかにしている40）。さらに、「田老へ潜入したことは大成功であった」

「新聞にデカデカと報道された由で、東京、仙台の同志達は我々の報告をまたずに新聞社が報せ
てくれた」という記述もあり、自分の任務が成功したと判断していたことがわかる41）。

その一方で渡辺は、自分たちが逮捕されたために「仙台であったことがもうバレてしまった」
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ことで、「鈴木保君たちにはたいへん迷惑をかけてしまった」とも記しており42）、当事者たちの
複雑な心情をみることができる。

2 　学生 4人の逮捕
3 月24日朝刊の『岩手日報』において、渡辺らが逮捕された第一報が出されたことは先述の

通りであるが、翌 3 月25日朝刊の『岩手日報』では「大学生風の男」「更に四名入県」と題して、
その続報が報じられた。

（宮古電話）田老村における赤化オルグ検挙から、県特高課では俄然色めき立ち、小舘盛
岡署特高係は、宮古署に於て既報の三名の取調べを続行すると共に、後藤特高課長は、急
遽釜石町に赴き、各署に手配を命ずるところがあつた。三陸沿岸罹災地には尚中央よりオ
ルグが逐次潜入した形跡があり、彼らは巧妙なる方法で救護班となり、或は災震慰問団と
なつて堂々乗込み、人心の弱点につけ込んでプロカル運動を働きかけんとしたものである。
尚、宮古署では廿三日に至り、同日早朝、山田町を出発した大学生風の四名が、同じく労
農救援会より派遣されたオルグである事を探知し、あわてゝ各署に手配したが、未だ逮捕
されぬ。彼らは廿一日頃、宮古町を経て、廿二日、山田へ赴き平半食堂に一泊し、翌朝徒
歩で大槌に向つた事がレポの失策から判明したもので、取調べの進むにつれて、或は仙台
労救支部及び中央本部のマツスアレストまでも進展するで

〔ママ〕

はないかと見られてゐる。

田老で「赤化オルグ」を逮捕したために「県特高課」が「色めき立」っていることに加えて、
「大学生風の四名」が被災地に「潜入」していることが報じられている。なお、「レポ」という
のはレポートやレポーターの略で、連絡員のことを意味するが、被災地に潜入した「大学生風
の四名」のことを指しているかについては不明である。また「マツスアレスト」とは、マッス

（集団）をアレスト（逮捕）することから、組織的な検挙のことと考えられる。
この時点でマークされていた「大学生風の四名」は、 3 月25日の未明に、釜石で逮捕された。

3 月27日朝刊の『岩手日報』では、「労農救援会員」「釜石で四名検挙」というタイトルで次の
ように報じられている。

釜石警察署では、来釜中の後藤特高課長の指揮で、町内の旅館、素人下宿を虱つぶしに赤
色分子の潜入を厳重警戒して居るが、廿五日、同町大渡三丁目阿部旅館に投宿した学生風
の男四名あつたので、同日午前二時頃、十余名の警官で以て包囲検挙した。右は和泉英助

（三三）、村田重高（二四）、武井正一（二四）、長谷川深（二四）の四名で、労農救援会仙
台支部員らしく、取調べの上、和泉をのぞく他の三名は廿六日釈放、和泉について追及取
調べに当つて居る。尚、特高課長は廿六日午前七時遠野経由さかりに向つた。

釜石警察署が、町内の旅館や下宿を「虱つぶし」に調べた結果、旅館に泊まっていた学生風
の 4 人は逮捕されたという。このことは、渡辺ら一行が宮古を経由した際に、材木店に宿泊し
たために追跡を逃れた状況と対照的なケースといえる。

この記事では、一回り年齢が上の「和泉」を除く 3 人は 3 月26日に釈放され、「和泉」のみが



昭和三陸津波における労農救援運動と学生運動 9

「追及取調べ」されていることが報じられている。

3 　学生たちの動き
逮捕された 4 人は、いずれも東北帝国大学の法文学部の学生であった。当時の東北帝国大学

における学生運動は医学部と法文学部が中心となっており43）、法文学部の学生たちも、労農救
援運動に関わっていたことがわかる。なお「はじめに」でもふれたように、山下の著作では、
しばしば「医学生」が逮捕されたと記されているが、当時の労農救援運動の範囲で考えるのな
らば、訂正する必要がある。

東北大学史料館が所蔵している『東北帝国大学一覧　自昭和七年至昭和八年』によれば、和
泉英助と村田重高は1931年入学で当時は 2 年生、武井昌一と長谷深は1932年入学の 1 年生で
あった。ただ、ほかの 3 人よりも年長の和泉は、その前年の『東北帝国大学一覧　自昭和六年
至昭和七年』では「学生」ではなく「聴講生」として記名されている。翌年からは「学生」と
して名前が記されるようになるものの、入学時から「学生」であった 3 人とは異なるルートを
歩んできたことが想像できる。

学生 4 人の動向については、 3 月27日朝刊の『河北新報』で「宣伝ビラを慰問品中に混入」
「組織的な罹災民赤化計画」として、次のように報じられている44）。

廿五日釜石署に逮捕された仙台労救支部員東北帝大生泉英郎、村田重高、武井政一、長谷
川深の四名は、板橋岩手県刑事長取調べの結果、本部の命令に依り、新興医師会及赤色救
援会と連絡を取り、三陸の海嘯を絶好のチヤンスとし、漁民、労働者が天災に依つて感情
の激してゐる隙に乗じ、アヂテートせんと三班に分れ、治療班には宮古町で逮捕した渡邊
宗治外数名が当り、同人等は慰問調査班として、下閉伊郡田老宮古等に衣類其他を配給し
ながら漁民の被害状況を調査し、それによつて第二段の配給班にアジビラをまぜて地方赤
化分子をして配給させ、漁民大衆に赤い思想を植ゑつけんとしてゐたもので、釜石町では
一味が到着早々のことで、慰問品の配給はやつて居なかつた。

この記事によると、被災地の漁民や労働者を「アヂテート」するために、日本労農救援会準
備会の仙台支部は、「治療班」と「慰問調査班」と「配給班」を派遣する予定であったという。
3 月26日朝刊の『東京朝日新聞』でも、「日消組合の密命をうけ、慰問班、調査班、医療班の三
部制」を組織していたと記されており45）、渡辺らの一行と学生 4 人は密接に関わりながら活動
を進めていたことがわかる。

また『特高月報』では、学生 4 人の動きについて、「東北帝大生より成る慰問別働隊の動静」
という項目を設けて、次のように記している46）。

前述渡邊宗治一行の救援隊と仙台消費組合の中心分子と協議の際、慰問別働隊を派遣する
ことゝし、東北帝大生四名を以て之を組織し、三月二十日、慰問品を携行、仙台市を出発
せしめたるが、之等一行は岩手県盛岡市を経由（三陸沿岸救援団体協議会と打合）、災害地
たる岩手県下閉伊郡田老村、同郡鵜住居村等に至り、携行の慰問品を配給し、或は容疑人
物と会見、救援運動に関し協議しつゝありたるを、三月二十四日、岩手県釜石警察署に於
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て之を発見取調べの上、諭旨帰宅せしめたり。

渡辺らが「仙台消費組合の中心分子」と協議した際に、渡辺らによる「救援隊」と「慰問別
働隊」を組織することになったという。高島が仙台で会合した「元気な学生」たちが、和泉た
ちであった可能性は高い。
「東北帝大生四名」によって組織された慰問隊は、渡辺らが逮捕された 3 月20日に仙台を出発

し、盛岡を経由して、三陸沿岸の田老や鵜
うの

住
す ま

居を巡回したという。その後、 3 月24日の夜、新
聞記事によれば 3 月25日の「午前二時頃」に、釜石で逮捕されたのであった。

また先に紹介した新聞記事には、釜石に来るまでに山田や大槌にも立ち寄ったことが記され
ている。学生 4 人による慰問隊は、到着した直後に逮捕された渡辺らの救援隊の「別働隊」と
して、警察の追跡をかわしつつ、数日間にわたって被災地を移動して「携行の慰問品を配給し、
或は容疑人物と会見」したのであった。

4 　渡辺らの帰京
3 月20日に逮捕された渡辺らは、 3 月28日朝刊の『岩手日報』によれば、宮古署から盛岡署

へ護送された47）。 4 月 6 日朝刊の『岩手日報』には「医師渡邊宗治、事務員鈴木五郎、看護婦
赤城敦子の三名は、渡邊は盛岡署に、他は日詰署で留置中、五日いづれも釈放」という経緯を
たどったと記されている。

山下の著作では「盛岡署送りにされた後、更に日詰署にたらい回しになった。盛岡署が逮捕
された思想犯でいっぱいなためであった」というように、 3 人とも日詰署に留置されたように
記される場合が多いが48）、これは山下が、日詰署に留置された高島からの聞き取りを中心に記
述したためと思われる。

高島は「四月六日」の手紙で、「今朝四時四十分に上野着」であったことや、「十六時間ばか
り腰掛けて居った」ことを記している49）。 4 月 5 日に釈放されてから、 1 日かけて鉄道で帰京
したことがわかる。

その後の取り調べとしては、渡辺は「三、四カ月してから、特高できてくれという、ああ、
あれだなと思って行ったら、どうなんだ、その経過を話せというから話して、それで帰ってき
ました」と回顧している50）。別の回顧文では「亀有に帰って二、三日後亀有署の呼び出しで一
応の取り調べがあった」とあり51）、時期に若干のズレはあるものの、帰京した後に呼び出され
て「一応」の取り調べを受けたようである。

その一方、高島は 4 月末ころに警察から拘留され、12月になって、ようやく釈放された。こ
のことについて夫の砂間は、父親に出した手紙のなかで「秋子など診療所の仕事以外には何も
していないので検挙されたり拘留されたりする理由は何もないのですが、一つには僕との関係
があるのでしょう」と述べ、自分との「関係」から拘留されたのではないかと推測している52）。

5 　その後の動き
高島が勤務していた大崎無産者診療所は、高島が拘留されていた1933年 8 月19日に職員が

「総検束」されたため、診療が不可能になって閉鎖した。また、その年の「九月中旬」には、亀
有無産者診療所の職員たちが、渡辺が往診している間に検束されていたという53）。このような
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弾圧が全国的に展開された結果、戦前期における無産者医療運動は終息していった。
渡辺だけが残された亀有無産者診療所も間もなく閉鎖されたが、渡辺は「無産者の医療運動

がこの地でまた必ずや芽をふくとおもい亀有に土着すること」を決意し、11月 1 日に個人医院
を開業した54）。開業から約 3 年が経過した1936年には、医学部の学友会誌である『艮陵』第38
号に「臨床に於ける自己批判」という論考を発表している。

釜石で逮捕された学生 4 人については、まず村田重高は、1934年 3 月に発行された『東北帝
国大学一覧　自昭和八年至昭和九年』を最後に名前がみられなくなる。1934年 3 月以降に退学
した可能性が高い。和泉英助は『東北帝国大学一覧　自昭和九年至昭和十年』のなかに1934年
3 月の学士試験で合格したことが記されている。長谷深は『東北帝国大学一覧　自昭和十年至
同十一年』によれば1935年 3 月の学士試験で合格している。武井昌一は、1937年11月に発行さ
れた『東北帝国大学一覧　昭和十二年度』まで名前が掲載されているが、その後はみられなく
なる。被災地で逮捕された 4 人のうち、少なくとも 2 人は卒業したことが確認できる。なお、
1931年から「宮城でのオルグ活動」を進めていた鈴木善蔵が1992年に発行した回顧録には、当
時における積極的な活動家の 1 人として「東北帝国大学法文学部の和泉某（応召し死亡）」の名
前が挙げられている55）。おそらくは和泉英助のことと思われる。

そのほか、坂猶興は、昭和三陸津波が発生してから 1 年半後の1934年10月 9 日に、共産党の
シンパとして逮捕された。いわゆる九・一一事件における逮捕者の 1 人であった56）。

さらに、1935年 3 月 2 日朝刊『東京日日新聞』の宮城版では、「先に検挙された東北大医学部
講師坂猶興（三四）の影響を受けシンパとして活躍した容疑」で、「東北帝大病院副手　鈴本得

（三〇）」や「東北帝大医学部副手　縣田勝美（三〇）」が、 2 月27日に逮捕されたと報じられて
いる57）。文末には「何れも仮名」という断り書きが付いており、「鈴本得」は鈴木保、「縣田勝美」
は懸田克躬のことと考えられる。仙台で渡辺らの活動をサポートしたメンバーの多くが逮捕さ
れたことがわかる。

なお、東北帝国大学における学生運動は、先に述べたように、1933年 6 月に開催された法文
学部学生大会を頂点として、勢いを失っていく。その要因としては、法文学部学生大会の後に
特高警察が厳しい弾圧を加えたことや、九・一一事件によって坂猶興らが逮捕されたこと、そ
して日本が戦時体制へと突入していったことが挙げられる。

おわりに
本稿では、昭和三陸津波における労農救援運動と学生運動の動きについて、さまざまな資料

から検証してきた。
まず第 1 章において、渡辺宗治や高島秋子によって組織された救援隊について、その具体的

な動向の多くを明らかにした。移動や打合せをした日時の詳細を確認するとともに、彼ら自身
の記憶や出版物に残された記録の誤りなどについても再検討を加えた。

その結果、渡辺が東北帝国大学の医学部に在籍していた時期から活発に運動していたことや、
救援隊の一員として仙台に向かった際には、教員の坂猶興や先輩の鈴木保というような、学生
時代からの人間関係を利用して活動を展開したことを確認することができた。

さらに第 2 章では、労農救援運動が進めていた被災者の救援活動に、東北帝国大学の学生ら
が参加していたことを明らかにした。これまでは「医学生」の活動と紹介される場合が多かっ
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たが、当時の記録や大学の一覧を参照することによって、法文学部の 1 年生 2 人と 2 年生 2 人
が逮捕されたことを確認した。

学生 4 人で編成された慰問隊は、日本労農救援会準備会の仙台支部からの指示によって、渡
辺らによる救援隊の別働隊として被災地で活動した。おそらくは本部から派遣された渡辺や、
仙台支部のメンバーとも打合せをおこない、続けて派遣される予定であった「配給班」とも連
動した動きであったと考えられる。

昭和三陸津波における労農救援活動は、実働期間が短かった日本労農救援会準備会にとって
屈指の事業であっただけでなく、戦前の学生運動においても貴重かつ希少な実践の記録であっ
たといえる。

このような左翼的社会運動の詳細は、そもそも資料が残りにくく、かなりの部分を当事者の
記憶に頼らなければならない。本稿では、同時代資料である新聞や『特高月報』と照合するこ
とで、活動を展開した日時や関係者の名前について、ある程度、具体的に把握することができ
た。しかし、各地で開催された会合の詳細や、「配給班」が実際に派遣されたのか否か、という
ような活動の全容については不明な点が少なくない。本稿で明らかにした活動の一端から、さ
らなる検証が進められることに期待したい。

〔付記〕
　本稿を作成するのにあたっては、金野文彦氏、柳原敏昭氏、吉川圭太氏をはじめ、多くの方からご教示をい
ただきました。また、葛飾区医師会の皆さまからも多大なご協力をいただきました。この場を借りて、あらた
めてお礼申し上げます。

――
注

1 ）	東北帝国大学の昭和三陸津波への対応については、拙稿「昭和三陸津波と東北帝国大学」（『東北大学史料
館紀要』第 9 号、2014年）などを参照されたい。

2 ）	東北帝国大学の学生運動については、柳原敏昭「戦前期東北帝国大学の学生運動」（『東北大学百年史』第
1 巻・通史一、2007年）などによる。

3 ）	瀧川事件に対する東北帝国大学の対応については、註（2）前掲「戦前期東北帝国大学の学生運動」のほ
か、柳原敏昭「滝川事件と東北帝国大学」（『宮城歴史科学研究』第66号、2010年）などによる。

4 ）	註（2）前掲「戦前期東北帝国大学の学生運動」の374頁。
5 ）	註（2）前掲「戦前期東北帝国大学の学生運動」の362頁には、当時の医学部に「艮陵会、自治会のほかに

自治学生会（自称、『自学』）があったという」と記されているが、渡辺がどちらの自治会を指しているか
は不明である。

6 ）	渡辺宗治「東北大学医学部の学生運動と亀有無診時代」（『医療社会化の道標　25人の証言』勁草書房、
1969年）の214頁から215頁。

7 ）	坂の経歴については、『平和、人権、医療を民衆とともに歩み、求めた医師　－坂猶興先生を偲んで－』（坂
猶興先生記念誌編纂委員会、2007年）の「年譜」などによる。

8 ）	註（6）前掲「東北大学医学部の学生運動と亀有無診時代」の209頁など。
9 ）	高橋実「「東北一純農村の医学的分析」の誕生」（『医療社会化の道標　25人の証言』勁草書房、1969年）

の324頁。
10）	日本労農救援会準備会の活動については、小林雄二「労農救援会とその活動」（『前衛』第656号、1995年



昭和三陸津波における労農救援運動と学生運動 13

2 月）などによる。
11）	内務省警保局保安課『特高月報』昭和八年三月分（1933年 4 月20日発行、政経出版社から1973年に復刻さ

れたもの）の23頁。
12）	註（6）前掲「東北大学医学部の学生運動と亀有無診時代」の224頁。
13）	砂間一良編『愛情は鉄窓をこえて　－獄中十四年の手紙－』（光和堂、1982年）の75頁。なお、この書簡

集では、本文で紹介した「えはがき」に「〔三月九日　東北一信　えはがき〕秋子より一良へ」というタ
イトルが付されているが、この「えはがき」には 3 月11日以降の出来事が記されており、タイトルに誤り
があることがわかる。

14）	当時の鉄道ダイヤについては、三宅俊彦編『復刻版　昭和戦前時刻表』（新人物往来社、1999年）などに
よる。

15）	渡辺宗治「青砥、亀有無産者診療所運動」（『葛飾区医師会誌』第32号、1970年 3 月）の74頁。
16）	 1933年 3 月11日朝刊『河北新報』「大金侍従帰京／本日午後十時半仙台駅通過／宮内省に写真帳差出」。
17）	註（11）前掲『特高月報』昭和八年三月分の23頁。
18）	内務省警保局保安課『特高月報』昭和八年四月分（1933年 5 月20日発行、政経出版社から1973年に復刻さ

れたもの）の26頁。
19）	註（6）前掲「東北大学医学部の学生運動と亀有無診時代」の225頁。
20）	註（6）前掲「東北大学医学部の学生運動と亀有無診時代」の225頁。
21）	本田勝利「坂猶興先生の関わった、戦前の無産者医療同盟について」（『平和、人権、医療を民衆とともに

歩み、求めた医師　－坂猶興先生を偲んで－』坂猶興先生記念誌編纂委員会、2007年）の38頁など。
22）	註（18）前掲『特高月報』昭和八年四月分の26頁。
23）	註（13）前掲『愛情は鉄窓をこえて　－獄中十四年の手紙－』の76頁。
24）	註（18）前掲『特高月報』昭和八年四月分の27頁。
25）	註（15）前掲「青砥、亀有無産者診療所運動」の74頁。
26）	註（6）前掲「東北大学医学部の学生運動と亀有無診時代」の225頁。
27）	註（6）前掲「東北大学医学部の学生運動と亀有無診時代」の226頁。
28）	『田老町史』津波編（田老町津波誌）（2005年）の37頁から38頁。
29）	註（15）前掲「青砥、亀有無産者診療所運動」の75頁。
30）	註（6）前掲「東北大学医学部の学生運動と亀有無診時代」の226頁から227頁。
31）	山下文男『哀史　三陸大津波』（青磁社、1982年）の211頁。
32）	註（15）前掲「青砥、亀有無産者診療所運動」の75頁。
33）	註（31）前掲『哀史　三陸大津波』の210頁から211頁。
34）註（31）前掲『哀史　三陸大津波』の211頁。
35）	 1933年 3 月25日朝刊『岩手日報』「医師実は高利貸／医療費滞納せば直ぐ借用証書／田老から救護班派遣

願ひ出づ」。
36）	 1933年 3 月29日朝刊『岩手日報』「田老村にチフス／厳重消毒す」。
37）	 1933年 3 月24日朝刊『岩手日報』「罹災地に赤い魔手／三名のオルグ逮捕／田老村役場を訪問した男女／

診療行ひつゝ運動」。
38）	この日の『河北新報』の記事については、金野文彦「資料『赤旗』　宮城県関連記事」連載 NO.14（『不屈』

NO.258号付録・宮城版 NO.83、1995年）でも紹介されている。
39）	註（13）前掲『愛情は鉄窓をこえて　－獄中十四年の手紙－』の77頁。
40）	註（15）前掲「青砥、亀有無産者診療所運動」の74頁。
41）	註（15）前掲「青砥、亀有無産者診療所運動」の75頁。
42）	註（6）前掲「東北大学医学部の学生運動と亀有無診時代」の227頁。
43）	註（2）前掲「戦前期東北帝国大学の学生運動」の362頁から363頁など。
44）	 1933年 3 月27日朝刊『河北新報』「宣伝ビラを慰問品中に混入／組織的な罹災民赤化計画／岩手県当局な

ほ警戒」。
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45）	 1933年 3 月26日朝刊『東京朝日新聞』「罹災につけこむ赤を大検挙／慰問品中に過激文」。
46）	註（18）前掲『特高月報』昭和八年四月分の27頁。
47）	 1933年 3 月28日朝刊『岩手日報』「赤手の混入に慰問品を警戒／罹災地に派遣されたオルグ／範囲は意外

に拡大」。
48）	山下文男『津波と防災　－三陸津波始末－』（古今書院、2008年）の65頁など。
49）	註（13）前掲『愛情は鉄窓をこえて　－獄中十四年の手紙－』の76頁。
50）	註（6）前掲「東北大学医学部の学生運動と亀有無診時代」の227頁。
51）	註（15）前掲「青砥、亀有無産者診療所運動」の75頁。
52）	註（13）前掲『愛情は鉄窓をこえて　－獄中十四年の手紙－』の85頁から86頁。
53）	当時の無産者診療所に対する弾圧については、註（15）前掲「青砥、亀有無産者診療所運動」の75頁から

76頁などによる。
54）	増岡敏和『民主医療運動の先駆者たち』（全日本民医連出版部、1974年）の126頁。
55）	鈴木善蔵『戦前の労農運動に参加した思い出メモ　－宮城での活動を中心に－』（ひかり書房、1992年）

の39頁。
56）	坂が逮捕された状況については、坂はつ「わが夫、坂猶興のあゆんだこの道」（『不屈』NO.208号付録・宮

城版、1991年）などによる。
57）	 1935年 3 月 2 日朝刊『東京日日新聞』宮城版「更にシンパ四名／党員も一名を検挙」。


